
■平成２８年度予算に係る再評価について

【公共事業関係費】

【ダム事業】

（直轄事業等）

愛媛県 鹿野川ダム改造事業 487 1.6 継続

栃木県 思川開発事業
1,850
（※1）

1.6
（※1）

継続

（「河川及びダム事業の再評価実施要
領細目」（平成22年4月1日河川局長通
知）に基づいて行った再評価結果として
は、事業を継続することが妥当と考え
る。しかしながら、当該事業は検証の対
象に選定している事業であることから、
平成28年度以降も、新たな段階に入ら
ずに現段階を継続するものとし、「ダム
事業の検証に係る検討に関する再評価
実施要領細目」（平成27年10月28日水
管理・国土保全局長通知）に基づき検証
を行い、その結果に応じてその後の事
業の進め方を改めて判断する。）

岐阜県 木曽川水系連絡導水路事業
890
（※1）

1.6
（※1）

継続

（「河川及びダム事業の再評価実施要
領細目」（平成22年4月1日河川局長通
知）に基づいて行った再評価結果として
は、事業を継続することが妥当と考え
る。しかしながら、当該事業は検証の対
象に選定している事業であることから、
平成28年度以降も、新たな段階に入ら
ずに現段階を継続するものとし、「ダム
事業の検証に係る検討に関する再評価
実施要領細目」（平成27年10月28日水
管理・国土保全局長通知）に基づき検証
を行い、その結果に応じてその後の事
業の進め方を改めて判断する。）

※1：今回の再評価における費用便益分析は、現計画の総事業費及び工期を用いて評価を行ったものである。なお、現在進めている
「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」（平成27年10月28日水管理・国土保全局長通知）に基づく検証において
は、総事業費及び工期等の点検を行ったうえで、その後の検討を行うこととしている。

・事業評価の実施にあたっては、貨幣換算した便益だけではなく、貨幣換算することが困難な定量的・定性的な効果や事業
の実施環境等を含めて総合的に評価を行っているが、本一覧においては、B/Cの算出を行った事業について、その値を記載
している。
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Ｂ／Ｃ 対応方針 備考


